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2×4工法在来工法

呼称 コード 単品価格（セット） 梱包価格 梱包内容

￥203,900 ￥203,900REQD2REQダンパー２ ×

バラ出荷

1セット（本体4個、取付け用65㎜ビス50本）
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地震対策、REQでよかった

詳しくはP9

「REQダンパー2」は従来の耐震
設計住宅にプラスして取付けるこ
とが可能です。つまり、「耐震」プラ
ス「制震」効果が発揮できる優れ
た住宅を、設計者が設計しやす
い制震装置なのです。

「REQダンパー2」は地震の振動エネルギーを高減衰ゴムが吸収。
木造軸組、ならびに木造枠組住宅に簡単に施工することで、制震工法住宅を実現するシステムです。

「REQダンパー2」は、揺れを吸収する「制震」の発想から開発されました。
揺れを吸収し、繰返しの地震にも耐える、損傷の無い家に。

揺れを吸収し、地震に粘る家に
「REQダンパー2」は地震
エネルギーを吸収すること
で、繰返しの地震による住
宅の損傷を防止。大地震時
に発生する余震にも備える
安心の家を実現します。

ダンパー2
大地震 ＿＿「制震」という発想
「REQダンパー2」は柔よく揺れを制す

「REQダンパー2」に制震材
として使用される高減衰ゴム
は約60年以上の耐久性を誇
ります。住宅に比べて常に振動
にさらされ、環境条件の厳しい
橋梁ケーブルの振動抑制部材
にも使用されており、十分な信
頼性、耐久性を備えています。

性能確認試験 H28年熊本地震再現実験

※ 限界耐力計算に用いる基準（1/30rad）
（出典）京都大学宇治キャンパス防災研究所による試験データ

熊本地震級の前震の地震波と本震の地震波を
3回加えても倒壊しないことを実証しました。

加振1回目
熊本地震［前震（相当波）］

加振2回目
熊本地震［本震（相当波）］

加振3回目
熊本地震［本震（相当波）］

耐震
耐震＋制震ダンパー
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※
安全限界（96.5㎜）

長く変わらない安全と安心

地震大国・日本では、いつ、どこで、大地震が発生するかわかりません。

大切な住まい、そしてかけがえのない家族の笑顔－－。

あなたの守りたいものをしっかりと守るために、

「REQダンパー2」は生まれました。

柔よく剛を制す
一般的な耐震工法に「REQダン
パー2」を取付けることで、地震
時のエネルギーを熱エネルギー
に変換して揺れを吸収。地震の
衝撃を和らげ、住んでいる人の
安全を守ります。

（この試験結果は、性能を保証するものではありません）
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車の場合

耐震＋制震＝衝撃を吸収する耐震＝衝撃に耐えるだけ

一般に軸組工法の新築住宅は、震度6強の地震では倒壊しないよう、壁面に筋交い等を渡して耐震性を高めて
います。しかし、住宅が激しく振動することで、建物が損傷し、家具などが倒れ、人に恐怖感を与えます。「REQダ
ンパー2」を取付けることで制震制をプラス。地震時のエネルギーを熱エネルギーに変換して揺れを吸収すること
で、地震時の揺れを穏やかにします。

「REQダンパー2」は木材に取付ける強固な『取付部』と、大地震の変形にも追従して動く『高減衰ゴム部』
で構成されています。『取付部』と『高減衰ゴム部』の密着は、ゴムが700%に伸張してもはがれないよう、高
温高圧で接着しています。大地震時に十分な制震機能を発揮する安心の品質です。

「REQダンパー2」の構成

地震発生時の衝撃を和らげ、住んでいる人の安全を守るためには、
衝撃に耐えるだけではなく、衝撃を吸収することも大切です。
「制震」とは、揺れを吸収するしなやかな住宅を作ること。
制震性能を高める「REQダンパー2」は、大地震の地震エネルギーを吸収し、住む人の安全を守ります。

地震の最大加速度に対応  高減衰ゴムが吸収

取付部
（鋼板製）

高性能高減衰ゴム

車用サスペンション
コイルバネ部

内部に
オイルダンパー

車のオイルダンパーには、
なぜバネが必要なのでしょうか？
ピストン機能（一方向の）だけでは、ねじれたタイヤ（家）を元
の位置に戻せません。「REQダンパー2」は高減衰ゴムを使
用しているため、車のサスペンションと同様のピストン機能と
バネ機能の両方を備えています。

様々な条件を考えると
これからの家作りには地震に耐える「耐震」だけではなく、さらに地
震エネルギーを吸収する「制震工法」を取り入れる配慮が必要です。

耐　震

耐震＋制震

高減衰ゴム

壁の四隅に「REQ
ダンパー2」を取付
けます。

壁に筋交いを渡し
て耐震性を高めて
います。
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繰返しの地震に耐える。
H28年熊本地震の前震と本震に相当する地震波を入力して「REQダン
パー2」の効果を確認しました。

震度6強以上の地震がくると・・・

大地震大地震大地震

倒壊はしないが、1回目の地震で
ダメージを受けた住宅は内部を損
傷し、2回目以降の地震時にはさら
に損傷が拡大する。

地震エネルギーを吸収し、内部損
傷を防止。そのままで新築と同様
に次の地震に備えることができる。
建物の変形を20～50%抑制し、
損傷を低減します。

大地震前（新築） 大地震後（1回目） 大地震後（2回目） 大地震後（3回目）

内部が損傷

変化なし 変化なし 変化なし

釘が抜け
壁のズレが
激しくなる

壁がズレて
外れる

REQダンパー2を
施工した家
REQダンパー2を
施工した家

硬く造られた家
（REQダンパー2無し）
硬く造られた家
（REQダンパー2無し）

［試験体］
工法：在来軸組工法（総二階）　　寸法：W5.46m×D3.64m×H5.62m
壁量：耐震等級3相当

　もはや、我々は、大地震に生涯何度も
　遭遇すると考えなければなりません。
熊本地震では、本震と思われた予震、そして、本震からその後も非常
に大きな余震が繰り返され、建築物のダメージが広がっています。現在
の建築基準法においては、建物は1回の大地震に遭遇した際に耐える
事を目標としているものの、繰返し訪れる大地震に対する耐久性まで
は、求められておりません。この事から、H28年の熊本地震では最新の
2000年基準の建物でも倒壊した木造住宅が確認されました。
（2016年5月10日 朝日新聞）

　もはや、住宅は生涯のうち
　1回の地震履歴しか考えなくて良い時代ではありません。
「繰返しの地震に耐える住宅」をつくる。そのためには従来のような強さ
だけを一辺倒に求める（内部破損を進行させながら地震に耐える）設計
ではその目的を果たせません。ここにエネルギー吸収能力を付与して、大
地震でも内部にダメージが残らない住宅をつくる事が重要です。

　日本は世界でも有数の地震大国。
　各地で数多くの大地震が発生。
日本列島は4つのプレートが交錯する位置にあることに加え、数多くの活断
層が存在しており、世界でも有数の地震大国となっています。
1995年の阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）以降も、2000年の鳥取県
西部地震、2003年の宮城県北部地震、2004年の新潟県中越地震、2005
年の福岡県西方沖地震、2007年の石川県能登半島地震、新潟県中越
沖地震など、日本各地で大地震が発生し、大きな被害をもたらしました。そ
して2011年東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）においては、津波・
原発被害も加わり、地震対策の重要性を、改めて知らされたところです。

震央分布図（吹き出しは震度1以上の地震）
灰色のシンボルは対象期間から3ヶ月前までの震央をあらわしている
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17日 12時09分 M3.9
15日 00時03分 M6.4 最大震度：6強

14日 21時26分 M6.5 最大震度：7

14日 22時07分 M5.8 最大震度：6弱

16日 09時48分 M5.4 最大震度：6弱

16日 01時45分 M5.9 最大震度：6弱

16日 03時55分 M5.8 最大震度：6強

16日 01時25分 M7.3 最大震度：7

東北地方太平洋沖地震
▶以下その後の余震
     ●茨城沖
     ●長野県北部
     ●長野県北部
     ●長野県北部
     ●静岡県東部
     ●宮城県沖
     ●福島県浜通り
     ●福島県中通り

（2011.3）震度7

震度6強
震度6強
震度6弱
震度6弱
震度6強
震度6強
震度6弱
震度6弱

熊本地震
▶以下その後の余震
     ●熊本地方
     ●熊本地方
     ●熊本地方
     ●熊本地方
     ●阿蘇地方
     ●熊本地方

（２０１６．４）震度７

震度６弱
震度６強
震度７
震度６弱
震度６強
震度６弱

出典：防災科学技術研究所  J‐SHIS 2012年版
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30年以内に
震度6以上の
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性能確認試験 H28年熊本地震再現実験

九州・山口県の週間地震概況 2016年4月15日ー4月21日
（地震回数2578）

※ 限界耐力計算に用いる基準（1/30rad）
（出典）京都大学宇治キャンパス防災研究所による試験データ
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熊本地震級の前震の地震波と本震の地震波を3回加えても倒壊しな
いことを実証しました。

耐 震

REQダンパー2

耐震 ＋ REQダンパー2

近年の新築住宅は、最初に遭遇する震度6強程度の地震にも倒壊しない耐震性を備えています。
しかし、揺れによって住宅は倒壊しないまでも、内部の多くを損傷しながら耐えています。
損傷しながら耐えた住宅は、2度目に来る大地震には損傷前（新築時）と同じようには、耐える事ができなくなっています。

近年の新築住宅は、最初に遭遇する震度6強程度の地震にも倒壊しない耐震性を備えています。
しかし、揺れによって住宅は倒壊しないまでも、内部の多くを損傷しながら耐えています。
損傷しながら耐えた住宅は、2度目に来る大地震には損傷前（新築時）と同じようには、耐える事ができなくなっています。

揺れを吸収し、繰返しの地震にも耐える、損傷の無い家に揺れを吸収し、繰返しの地震にも耐える、損傷の無い家に

（この試験結果は、性能を保証するものではありません）
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繰返しの地震に耐える。
H28年熊本地震の前震と本震に相当する地震波を入力して「REQダン
パー2」の効果を確認しました。

震度6強以上の地震がくると・・・

大地震大地震大地震

倒壊はしないが、1回目の地震で
ダメージを受けた住宅は内部を損
傷し、2回目以降の地震時にはさら
に損傷が拡大する。

地震エネルギーを吸収し、内部損
傷を防止。そのままで新築と同様
に次の地震に備えることができる。
建物の変形を20～50%抑制し、
損傷を低減します。

大地震前（新築） 大地震後（1回目） 大地震後（2回目） 大地震後（3回目）

内部が損傷

変化なし 変化なし 変化なし

釘が抜け
壁のズレが
激しくなる

壁がズレて
外れる

REQダンパー2を
施工した家
REQダンパー2を
施工した家

硬く造られた家
（REQダンパー2無し）
硬く造られた家
（REQダンパー2無し）

［試験体］
工法：在来軸組工法（総二階）　　寸法：W5.46m×D3.64m×H5.62m
壁量：耐震等級3相当

　もはや、我々は、大地震に生涯何度も
　遭遇すると考えなければなりません。
熊本地震では、本震と思われた予震、そして、本震からその後も非常
に大きな余震が繰り返され、建築物のダメージが広がっています。現在
の建築基準法においては、建物は1回の大地震に遭遇した際に耐える
事を目標としているものの、繰返し訪れる大地震に対する耐久性まで
は、求められておりません。この事から、H28年の熊本地震では最新の
2000年基準の建物でも倒壊した木造住宅が確認されました。
（2016年5月10日 朝日新聞）

　もはや、住宅は生涯のうち
　1回の地震履歴しか考えなくて良い時代ではありません。
「繰返しの地震に耐える住宅」をつくる。そのためには従来のような強さ
だけを一辺倒に求める（内部破損を進行させながら地震に耐える）設計
ではその目的を果たせません。ここにエネルギー吸収能力を付与して、大
地震でも内部にダメージが残らない住宅をつくる事が重要です。

　日本は世界でも有数の地震大国。
　各地で数多くの大地震が発生。
日本列島は4つのプレートが交錯する位置にあることに加え、数多くの活断
層が存在しており、世界でも有数の地震大国となっています。
1995年の阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）以降も、2000年の鳥取県
西部地震、2003年の宮城県北部地震、2004年の新潟県中越地震、2005
年の福岡県西方沖地震、2007年の石川県能登半島地震、新潟県中越
沖地震など、日本各地で大地震が発生し、大きな被害をもたらしました。そ
して2011年東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）においては、津波・
原発被害も加わり、地震対策の重要性を、改めて知らされたところです。

震央分布図（吹き出しは震度1以上の地震）
灰色のシンボルは対象期間から3ヶ月前までの震央をあらわしている
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16日 01時25分 M7.3 最大震度：7

東北地方太平洋沖地震
▶以下その後の余震
     ●茨城沖
     ●長野県北部
     ●長野県北部
     ●長野県北部
     ●静岡県東部
     ●宮城県沖
     ●福島県浜通り
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建物の変形を20～50%抑制し、
損傷を低減します。

大地震前（新築） 大地震後（1回目） 大地震後（2回目） 大地震後（3回目）

内部が損傷

変化なし 変化なし 変化なし

釘が抜け
壁のズレが
激しくなる

壁がズレて
外れる

REQダンパー2を
施工した家
REQダンパー2を
施工した家

硬く造られた家
（REQダンパー2無し）
硬く造られた家
（REQダンパー2無し）

［試験体］
工法：在来軸組工法（総二階）　　寸法：W5.46m×D3.64m×H5.62m
壁量：耐震等級3相当

　もはや、我々は、大地震に生涯何度も
　遭遇すると考えなければなりません。
熊本地震では、本震と思われた予震、そして、本震からその後も非常
に大きな余震が繰り返され、建築物のダメージが広がっています。現在
の建築基準法においては、建物は1回の大地震に遭遇した際に耐える
事を目標としているものの、繰返し訪れる大地震に対する耐久性まで
は、求められておりません。この事から、H28年の熊本地震では最新の
2000年基準の建物でも倒壊した木造住宅が確認されました。
（2016年5月10日 朝日新聞）

　もはや、住宅は生涯のうち
　1回の地震履歴しか考えなくて良い時代ではありません。
「繰返しの地震に耐える住宅」をつくる。そのためには従来のような強さ
だけを一辺倒に求める（内部破損を進行させながら地震に耐える）設計
ではその目的を果たせません。ここにエネルギー吸収能力を付与して、大
地震でも内部にダメージが残らない住宅をつくる事が重要です。

　日本は世界でも有数の地震大国。
　各地で数多くの大地震が発生。
日本列島は4つのプレートが交錯する位置にあることに加え、数多くの活断
層が存在しており、世界でも有数の地震大国となっています。
1995年の阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）以降も、2000年の鳥取県
西部地震、2003年の宮城県北部地震、2004年の新潟県中越地震、2005
年の福岡県西方沖地震、2007年の石川県能登半島地震、新潟県中越
沖地震など、日本各地で大地震が発生し、大きな被害をもたらしました。そ
して2011年東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）においては、津波・
原発被害も加わり、地震対策の重要性を、改めて知らされたところです。

震央分布図（吹き出しは震度1以上の地震）
灰色のシンボルは対象期間から3ヶ月前までの震央をあらわしている
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17日 12時09分 M3.9
15日 00時03分 M6.4 最大震度：6強

14日 21時26分 M6.5 最大震度：7

14日 22時07分 M5.8 最大震度：6弱

16日 09時48分 M5.4 最大震度：6弱

16日 01時45分 M5.9 最大震度：6弱

16日 03時55分 M5.8 最大震度：6強

16日 01時25分 M7.3 最大震度：7

東北地方太平洋沖地震
▶以下その後の余震
     ●茨城沖
     ●長野県北部
     ●長野県北部
     ●長野県北部
     ●静岡県東部
     ●宮城県沖
     ●福島県浜通り
     ●福島県中通り

（2011.3）震度7

震度6強
震度6強
震度6弱
震度6弱
震度6強
震度6強
震度6弱
震度6弱

熊本地震
▶以下その後の余震
     ●熊本地方
     ●熊本地方
     ●熊本地方
     ●熊本地方
     ●阿蘇地方
     ●熊本地方

（２０１６．４）震度７

震度６弱
震度６強
震度７
震度６弱
震度６強
震度６弱

出典：防災科学技術研究所  J‐SHIS 2012年版
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過去に発生した主な地震一覧

性能確認試験 H28年熊本地震再現実験

九州・山口県の週間地震概況 2016年4月15日ー4月21日
（地震回数2578）

※ 限界耐力計算に用いる基準（1/30rad）
（出典）京都大学宇治キャンパス防災研究所による試験データ

加振1回目
熊本地震［前震（相当波）］

加振2回目
熊本地震［本震（相当波）］

加振3回目
熊本地震［本震（相当波）］
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耐震＋制震ダンパー
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熊本地震級の前震の地震波と本震の地震波を3回加えても倒壊しな
いことを実証しました。

耐 震

REQダンパー2

耐震 ＋ REQダンパー2

近年の新築住宅は、最初に遭遇する震度6強程度の地震にも倒壊しない耐震性を備えています。
しかし、揺れによって住宅は倒壊しないまでも、内部の多くを損傷しながら耐えています。
損傷しながら耐えた住宅は、2度目に来る大地震には損傷前（新築時）と同じようには、耐える事ができなくなっています。

近年の新築住宅は、最初に遭遇する震度6強程度の地震にも倒壊しない耐震性を備えています。
しかし、揺れによって住宅は倒壊しないまでも、内部の多くを損傷しながら耐えています。
損傷しながら耐えた住宅は、2度目に来る大地震には損傷前（新築時）と同じようには、耐える事ができなくなっています。

揺れを吸収し、繰返しの地震にも耐える、損傷の無い家に揺れを吸収し、繰返しの地震にも耐える、損傷の無い家に

（この試験結果は、性能を保証するものではありません）
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「REQダンパー2」は、簡単かつ安価に施工が行えます。
さらに、着工後からでも間取りに関係なく取付けが可能。
少ないコストで大きな安心を得られる地震対策―
「REQダンパー2」が大きな安心と満足を提供します。

「REQダンパー2」は、簡単かつ安価に施工が行えます。
さらに、着工後からでも間取りに関係なく取付けが可能。
少ないコストで大きな安心を得られる地震対策―
「REQダンパー2」が大きな安心と満足を提供します。

地震対策、REQでよかった地震対策、REQでよかった

節電に努める

災害に備える

家族や親戚とのつながりを大切にする

風評に惑わされない

地域とのつながりを大切にする

食品の安全面に気をつける

友人や知人とのつながりを大切にする

寄付をする

ボランティア活動をする

貯蓄に努める

消費を増やす

その他

特にない

わからない

震災後、強く意識するようになったこと （複数回答）
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総数（N=6,212人、M.T.=332.2%）

国民生活に関する世論調査（内閣府 2012年7月19日）

REQダンパー2の取付け例REQダンパー2の取付け例 リフォーム施工時にも簡単施工リフォーム施工時にも簡単施工

延べ床面積あたり必要数

● 1セットについて
延べ床面積
（㎡）

～100

100～150

150～200

X方向
（セット数）

2

3

4

Y方向
（セット数）

2

3

4

合計
（セット数）

4

6

8

新築在来軸組・新築2×4・既築住宅のいずれも
「REQダンパー2」取付け後の効果シミュレーション承ります。

右図のように「REQ
ダンパー2」を4個取
付けます。

Ｘ軸方向ＲＥＱダンパー2 Y軸方向ＲＥＱダンパー2

注 意

リフォームで「天井面」を壊さずに
上部ダンパー2個を施工できます。

取付け

天井面

● 上部、下部のみ取付け

910910

● リフォーム施工例
Ｘ軸方向ＲＥＱダンパー2
Y軸方向ＲＥＱダンパー2

エアコン室内機
を避けるため下
部のみ設置。

既存ホールダウ
ンを避けて上部
のみ設置。

リフォーム以外
の箇所はできる
だけ少なく配置。

リフォーム等で｢REQ
ダンパー２」を使用す
る場合は、建築基準
法を満たすレベルの
耐震補強が別途に必
要です。

地震の被害を
受けないために。

間取りの多い設計にも
対応可能。

家族の
安心・安全のために。お財布に優しい。

メンテナンスフリーだから
安心。

リビングと水廻りのリフォーム時に
「REQダンパー2」を設置。
天井を壊さずに取付可能。

対象住宅の仕様
延べ床面積（㎡）

階数
124.23
2

「REQダンパー２」の必要数量は、延べ床面積100㎡まで4セット、以降50㎡
ごとに2セット追加を目安として、１階のX軸方向、Y軸方向にバランスよく
配置してください。

リフォームなど、現場の状況により4個を取付けられない場合は、上部2個、下部2個と別々に分けて取付けることが
可能です。（この場合は2個で0.5セットとして数量をカウントしてください）

低コストで、確実な
地震対策が行えます。

「REQダンパー2」は、着工後からでも取付けが可能です。急
な間取りの変更にも対応ができます。

耐震住宅に必要な『耐震金具』をしっかりと取付けた上で、
「REQダンパー2」を取付けることができます。耐震性能を落
とさず制震性能を加えることができる、優れた制震装置です。

後からでも取付け可能

ビスによる取付けで、
簡単に施工できます 提案例

REQダンパー2REQダンパー2

耐震金具耐震金具
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2×4工法在来工法

呼称 コード 単品価格（セット） 梱包価格 梱包内容

￥203,900 ￥203,900REQD2REQダンパー２ ×

バラ出荷

1セット（本体4個、取付け用65㎜ビス50本）
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